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1961年 10.3% 62.3% 89.7% 35.7%
1969年 23.3% 79.4% 76.7% 18.7%
1974年 41.3% 90.8% 58.7% 7.7%
1979年 48.1% 94.0% 51.9% 4.0%
1981年 48.0% 94.3% 40.5% 3.9%
1983年 51.2% 94.0% 37.4% 3.9%
1985年 52.0% 94.1% 35.9% 3.7%
1987年 54.4% 94.3% 32.4% 3.1%
1989年 58.5% 94.7% 37.3% 2.9%
1991年 64.7% 95.4% 35.2% 2.6%
1993年 65.7% 96.2% 29.7% 2.0%
出典：1961 ～ 1987 年＝グッドマン（＝2006：230）
「日本の児童養護－児童養護学への招待－」明石書店
1989 年～施設児童 = 全国児童養護施設協議会
「児童養護施設入所児童の進路に関する調査」
一般家庭児童＝文部科学省「学校基本調査」












施設における1970 年 3 月中学校卒業児童の 1 年後に
おける状況調査」を実施する。その結果、高校進学



























































































































































































































































































孤児院十二則』の形成過程の実態 第 1 号（1896





































護児童と『家庭』概念の歴史社会学」 勁草書房 . 
198
全国養護施設協議会（1969）「養護施設における
1970 年 3 月中学校卒業児童の 1 年後における状況
調査」
